








な考え方｣を明らかにする｡次に､ ｢数学的な考え方｣を伸ばすために効果的な指導方略として ｢算数的活動｣の勅 封ヒを検
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時 学習活動 評価規準 構造il-'5-て看■ーl'It∫f
1 ･既習事項 かさの単位dEA, ･1より′｣､さい数を進んで考えようとしているo 【関】皿此血1より小 い数を表すの はしたのかさの表し方を､1を10等分して､そのいくつ
に,小数を用いることを理解するo 分か考えている 【考】
2 ･0.1を単位とみて,′J､数の表し方と･/J､数徹 小数民 ′｣潮第-位の用語を理解しているo 【知】よみ方ができるo
3 ･整数 小数,小数点,小数第 ･1より小さい量を小数を用いて表すことができるo 【表】
一位の用語を知る〇･小数を使って､水のかさや長さ表すことができ o ･小数を用いた1より小さい量の表し方を理解しているo 【知】
強1;小敬を敦鍬 上に女すことができる.･軸 線をもと打か敬のしくみの大′J､朋係を網べることがでる｡ ･0.1のいくつ分で小敵のしくみを考えている. i
;=5 ･oLlOIj噸カードを煉って形をつくりノ)㈹ 掛ヒできる Jーl棚 的な大きさとしてとらえ棚 し 小数
カードを錬つn 棚 形容つくり徽』化するこ㈹ 【羽
6 ･多面的な見方を通して,小数 ･既雷を急用して小数封鵬軌 薫き封棚 払､ら多樽な見方が
の硬解封染める. できる 【考】
大ンJ僧体を戦跡 凍 れ 0.1の馳 雌 乳 脚
の活動から
7 ･身の回りで使われている小数を見つけ出し小数のよさに気づくo ･身の回りで挺われている/J､数を見つけようとしTV､るo 【関】
8 ･小数の練習をする
9L;…こ~lji準めたLXの仕方を考える ･r0.1のいくつ分とJ考えて､義数のたし嘉と向圭闘噂に くる ≦≡≡.等算によるM のしかたを理i_∴.射る. ･J境のたし嘉の仕方を考えている. 【考】 孝
10ll ･繰り上がりのある小数のたし算をするo ･繰り上がりのある小数のたし算ができるo 【表】
･末位の0を 適 切 に処 理 し て計 算 ･和の末位の0の処理の仕方や けた数の違う′｣､敬のたし算の仕方
ること できるo 解しているo 【知】
12 ･Jl､磯節UL嘗獅 労を考-ilる りこ■整数めひき霊のしくみを悪用して,小数056-■ぎ斯続と芳盲…L~~ かう筆算による計算の仕方を郷 考えている. 【考】
する. ･Jj､瀕のひき算の計算の仕方を嚇 Ln ､る｡l和】 (着用)
13 ･繰り下がりのある小数のひき算を計算する○ ･.くり下がりのある小数のひき算ができるo 【表】
14 ･答え末位の0を処理したり ･答えの末位の0の処理の仕方や けた数のちがう′J潮のひき算
末位に075ミあると考え､計算したりすることができる凸 を理解している○ 【和】
































































































指標による評価基準 具体的な活動の様相 支援 通過率
A 根拠を明確にして 1d且ますに10等分で目もりを入れ,1 ｢10等分したわけをノー トに書も 63%活動し,推論を構 0等分の根拠が説明 きるo てみよう｣
している ※ ｢長さもかさも10で新しい単位ができるq｣
B 根拠を明確にして 1d且ますに10等分で目もりを入れて ｢どうして 1d且を10等分 した 9%
活動しているo いる の?
C 根拠を明確にせず活動している 10等分以外の目もりを入れている ｢ものさしを使って目もりをつけごらんo｣ 28%
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J数の多面的な表し方 【つかう活動】1)I/｣､萩｣第5時 小努U)夢卸町7:f衣 -J l 刀)フ7古郡J
l伸ばしたい数学的な考え方】 . ｢0.1の いくつ分｣を活用して､いろいろな形を表すことができるo
【本時の作業的算数的活動】 .0.1のドットを使っていろんな形をつくり,小数で数値化するo
【めあて】 『0.1のドットを使っていろんな形を作ろう』
指標による評価基準 具体的な活動の様相 支援 通過率
IP.1が15十24のヨット 妻D.1が11十1十12の､2.0
作品名を小数で表現し,たし算の式で暗号化できる
B 学んだことが活用できいる ;t;蔓撃 -1;j',.I";. p-.-禦 聖 一三聖 --.-.I ｢小数のたしの暗号づくり 36%I._一定ELI
~l.I-lJ芸霊.至i.f 梅 名を′J､数で表現できるQ●● -ヽ を してみ よう｣







指標による評価基準 具体的な活動の様相 支援 通過撃
A 学んだことを活用し,一般化できている 相対的な見方を含む2つ以上の見方で説明している｢1.2は0.1を12個集めた数｣_ 1と0.を合わせた数｣1 2個合わせた数｣ ｢他の見方はできないかな｣ 85%
B 学んだことが活用できている 相対的な見方で説明している｢1.2は0.1を12個集めた数｣ ｢他の活動で説明してみよう｣ 7%
C 学んだことが活用で 1つの見方で説明している (相対的見方以外) ｢0.1カードを使って説明して 0%
きていない ｢12は1と0,2を合わせた数｣ みよう｣











指標による評価基準 具体的な活動の様相 支援 通過率
A根拠を明確にして活 2つの考え方でカード操作をし,その違いが説明で ｢2通りの計算の仕方をえ､計算 仕方を説明.してみよう｣ 69%し,推論を構成している きるo









指標による評価基準 具体的な活動の様相 支援 通過率
A 根拠を明確にして活動し,推論 構成している 2つの考え方でカード操作をし,その違い ｢2通りの計算の仕方を考 96%
が説明できるo えてみよう｣
B 根拠を明確にして活動してどちらか一つの方法でカード操作することが ドット図を使って考えよう○ 4%
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Ⅳ 検 証


































































































Title : A Study of an Effective Teaching Procedure to Pupils' Self-Thinking and
Self-Actuating Attitudes
Keiji KAWAMURA (Senda Elementary School in Fukuyama city)
Toyoo KUROSAKI (Faculty of Education Okayama University)
Abstract: It is a matter of burning question to foster pupils' thinking faculty of which 1S
enable to give them a motive power for creations. In mathematics Course of study,
fostering the thinking faculty is equal to fostering the "mathematical way of thinking".
The "mathematical way of thinking" for pupils could be brought up by the way of
learning through the mathematic actions dealing activities such as quantities and figures
through or matters with tries and errors. In this research, for the pupils of
the 4 th grade mathematics unit "Decimal", We are to investigate to find the fittest
practical teaching method through the effective teaching procedures of self-thinking and
self-actuating. Accordingly, first of all. We make it clear that what the thinking faculty is,
as the "mathematical way of thinking" by analyzing the main teaching purposes of
"Decimal" unit. Secondly, We are to try to find the best way of "mathematical activities"
as to develop the "mathematical way of thinking". Finally, through the comparing the
results on each of the phases so called "self-thinking" and "self-actuating" place from the
view of "the mathematical way of thinking", We are to evaluate the pupils' developmental
progress of the "mathematical way of thinking", and at the same time, We are to check
the effect of this teaching stratages we have done so far.
Keywords: thinking faculty, mathematical way of thinking, mathematical activities
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